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5～40%（5%以下はご相談に応じます）

項 目 仕 様

ガス

流量範囲

混合濃度
最高使用圧力

混合精度

外形寸法

ご相談に応じます。

30～200Nm３/H

0.95MPa・G

±1%（設定値）

AC100V又はAC200V

W800×D400×H800

電源（電磁弁用）

安価
コンパクト
高精度
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装置内で２ラインを等圧にして混合することにより、混合器内のフィルターのガス通過面積比率で混合濃度が決定されます。

従って、流量変化によっても等圧で混合すれば、濃度は一定に保つことが出来ます。

２ラインを等圧にする方法は、Ｂ（高濃度）成分ガスの圧力をパイロット圧とし、Ｂ（高濃度）成分ガスラインより約0.05MPa高いＡ（低濃度）

成分ガスの圧力を等圧弁により調圧して行ないます。この為、流量変動に関係なく等圧が保たれ、一定濃度で混合ガスを供給できます。

■使用流量の変動に対して、混合精度±１％（設定濃度）以内で混合できます。

■混合濃度を自由に設定できます。

■従来の流量制御方式に比べ経済的です。

■据付工事が簡単であり、配管をフランジ接続するだけでご使用できます。

溶接用シールドガス（Ar+CO2）

食品用混合ガス（N2+CO2）
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「ＭＩＸマスター」は、エア・ウォーターが独自に開発した２成分系のガス混合装置です。

Ａガス

Ｂガス
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合
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バッファータンク

ガス：N 2+O2

混合比率：12%
濃度設定流量：15Nm 3/H
混合圧力 0.5MPa ・G

濃度設定ポイント

設定値 12± 2.5%

ガス：N 2+O2

混合比率：10%
濃度設定流量：120Nm 3/H
混合圧力 0.5MPa ・G

設定値 10± 1.0%

濃度設定ポイント

バッファータンクは弊社にて納入可能です。

【1】従来法での性能データ（当社での測定値） 【2】当社のガス混合器性能データ

図ー１，２を比較すると、同じ流量変動率内での濃度設定値に対する濃度変動は、従来法では設定濃度１２％±２.５％であったことに対し

当社のガス混合器では設定濃度１０％±１．０％以内と高精度に混合できることがわかります。

流量設定値に対する倍率 流量設定値に対する倍率

図－１ 流量変動に対する混合ガスの濃度の変化 図－２ 流量変動に対する混合ガスの濃度の変化
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従来の技術

各々の流量調整弁を調整することにより、所望の混合ガス
流量と混合ガス濃度を調整する。

2流体を圧力調整弁によって同圧力に調整後、各々のガス
を多孔質焼結体内を通過させ、その後配管内で混合する。

混合ガス流量が変動する毎に流量調整弁の開度を
調整しなければならない。
混合精度が悪い。（設定値±5％以内）

概
略
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ロ
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最も一般的な従来法 当社が注目した従来法

ミキサー

混合ガス

流量調整弁

流量調整弁フロート式流量計

フロート式流量計

流体Ａ

流体Ｂ

流体Ａ

流体Ｂ

圧力調整弁

混合ガス

ミキサー

多孔質焼結体（金属）

ピストン

ピストン

● 圧力調整弁、多孔質焼結体が各々2個づつ有するため
　 装置が大型化する。
● 多孔質焼結体が金属製のためピストン部品が消耗し
    混合精度悪化の原因となっていた。（設定値±2.5％以内）

問
題
点

流
体
Ａ

流
体
Ｂ

混
合
ガ
ス

圧力調整弁

混
合
部

混
合
方
法

＊本カタログに記載されている内容は、予告なく変更することがあります。
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